
 

 

海 上 保 安 庁 

平成２５年３月１９日 

 

東日本大震災への対応等について 

（第２３６報） 平成２５年３月１５日１８００現在 

 

１．対応勢力 

 のべ投入勢力（平成２３年３月１１日～平成２５年３月１５日） 

巡視船艇 ２１，４４２隻、航空機 ７，０６０機、 

特殊救難隊 １，２６１名、機動救難士 ８４０名、機動防除隊 ４１０名 

 

２．救助状況 

これまでに当庁が救助した人数 ３６０名 

 

３．対応状況 

 (1) 行方不明者捜索関連 

・これまで当庁が揚収した遺体 ４００体 

 （平成２４年１０月６日に揚収した遺体がＤＮＡ鑑定により震災による行方不明

者と判明） 

・船艇・航空機による捜索及び潜水捜索を実施中 

 

 (2) 航行安全関連 

  ・被災した航路標識１５８基のうち、１５３基を復旧 

   （平成２５年３月１０日、宮城県石巻市渡波尾埼灯台が震災による亀裂が原因で

倒壊、同日、応急復旧） 

  ・福島第一原発周辺海域において、船艇による警戒区域の監視警戒を実施中 

 

 (3) 水路測量関連 

・測量船等により、水路測量及び海図の改訂を実施中 

 

   

※ 以後、「東日本大震災への対応等について」は各社のご要望に応じてお知らせする

ことといたします 

問い合わせ先 

 総務部政務課政策評価広報室 

  海上保安報道官  奥 康彦 

０３－３５９１－９７８０（直通） 


